
情報教育の体系化 と

高校情報科 カリキュラム

小林 道夫

キ ー ワ ー ド

学習指導要領,情 報教育の体系化,普 通教科情

報,専 門教科情報

1.ま え が き

2003年 に高等学校でスター トした学習指導要

領では学校週5日 制や学習内容の削減 といった

ことが大 きくとりあげられているが,新 指導要

領の実施によって学校教育 は大 きく変わること

になった。これまで学習指導要領 と検定教科書

が学習内容の基準であ り,そ れ以上 も以下 もな

かった。 しか し今回文部科学省 は,学 習指導要

領 で示 されていることは最低限の内容であ り,

学校裁量で内容 を深化 させ てもか まわないとい

う見解 を行 った。 また検定教科書 においても学

習指導要領の内容 を超 えた記述を認めることと

なった。 このことは,偏 差値だけで高校の難易

度を測 り進学の基準 とするだけでな く,学 校裁

量で科 目を新設 し指導内容 に工夫や特徴 を持た

せることによって学校 ご との個性 を明確 に打ち

出 し学校選択の指標 となりうる。

高等学校学習指導要領の改訂のポイ ントは以

下の4点 にまとめ られる。

①必履修科 目として全生徒 に受講 させ る単位

数 を削減 し選択履修科 目を増加することによっ

て,よ り選択性のある授業 を実施す ることがで

きる。

②学校週5日 制 にあわせて,卒 業単位数 を80

単位か ら74単 位 に縮減。

③学習指導内容 を縦割 りに して細分化 した結

果多 くの教科 と科 目が存在するが,よ り横断的

な学習が可能 となる 「総合 的な学習の時間」 を

設ける。

④情報科の新設

新学習指導要領 の大 きな柱の一つに情報教育

が位置付 けられている。 とりわけ高校で は情報

科が新設 され,す べての高校で2単 位の必修科

目として授 業を実施することになる。これ まで

小中学校 において,様 々な教科の取 り組みの中

で コンピュータやインターネ ッ トを使 った授業

が実践 されてきた。 しか し普通科高校 において

は,コ ンピュータを教える科 目もな く,コ ンピ

ュー タ教室 は整備 されていて も授業が行 われて

い ないのが現状であった。情報科の新設 によっ

て,は じめて小学校か らの情報教育 を体系的に

位置付け,実 施することになる。

本稿では,高 校情報科のめ ざす方向性 を明 ら

かにする とともに,具 体的な指導内容 を示 しな

が ら中等教育で実施すべ き情報教育のあ り方 を

探 ることとする。

2.高 校情報科のめ ざす もの

情幸

択科目

は情幸

各高校

科 には,必 履修科 目の普通教科情報 と選

の専門教科情報がある。普通教科情報 に

A,情 報B,情 報Cの3科 目が設置され,

で1科 目選択 し,全 生徒が2単 位の授業

を履修 しなければならない。専 門教科情報には

「情報産業 と社会」「課題研究」 「情報実習」「情

報 と表現」 「アル ゴリズム」「情報システムの開
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発 」 「ネ ッ トワーク シス テム」 「モデ ル化 とシ ミ

ュ レー シ ョン」 「コ ンピュ ー タデザ イ ン」 「図形

と画像の処理」「マ ルチ メデ ィア表現」の11科 目

が設 定 され てい るが,選 択 科 目 となって お り実

施 す るか どうか は学 校 に任 されて い る。

2-1高 校情報科の目標

①情報活用の実践力

コンピュータやイ ンターネッ トを使 って,情

報の収集 ・判断 ・表現 ・処理 とい う一連 の処理

をで きるようにすることであ り,情 報教育の核

となる部分 といえる。表現の部分では,Webペ

ージを制作で きること
,プ レゼンテーシ ョンツ

ールを用いての発表が該当する
。

②情報の科学的な理解

コンピュー タやインターネ ッ トの しくみ,基

礎 的な理論や方法を学び実践す ることを示 して

いる。この扱 いが情報A,情 報B,情 報Cで 大

きく異なってお り,情 報Bが 最 も力をいれる部

分 と言 える。

③情報社会 に参画する態度

情報社会に参加するにあたってのルールやエ

チケッ ト,そ して情報社会の一一員 としての責任

について考え,学 ぶ。知識や態度 を身につけた

うえで意欲 的に取 り組 む姿勢 を身につ けること

を目標 とする。

2-2普 通教科情報の 目的 と重点

情報3科 目は3点 の 目標 の比重のかけ方が異

なってお り,以 下の ようにまとめることがで き

る。

①情報A(2単 位)

コンピュータや インターネッ トなどの基礎 的

な知識 と技能 を修得 させ,情 報活用能力の育成

に重点 を置 く。総授業時数の1/2以 上 を実習に

あて,イ ンターネッ トを使 った情報検索,Web

ペ ージ制作,メ ディアコンテンッ制作 などの情

報活用実践力 をつけることを目的 とする。

②情報B(2単 位)

コンピュータの しくみや役割 を理解すること

に重点 を置 き,情 報 を科学的に理解することを

め ざしてい る。総授業時数の1/3以 上 を実習 に

あて,問 題解決の手段 としてコンピュータを活

用する実践力の育成 をめざす。理解が深い生徒

を対象に しているといえる。

③情報C(2単 位)

情報のデ ィジタル化や情報通信 ネッ トワーク

を中心 に理解 と参加す る態度 の育成 をめ ざす。

電子メールやWWWを 活用す るための情報モラ

ルや個人の責任 な ど,イ ンターネ ットを使 った

デジタルコミュニケー ションのあ り方について

学習する。総授業時数の1/3以 上を実習 にあて

る。

2-3専 門教科情報の 目的 と重点

専門教科情報 は選択科 目として設定 されてい

ることか らもわかるように,普 通教科情報が情

報化社会に対応す る人材の育成 に対 し,科 学技

術の分野に興味 ・関心 を持 たせ,情 報社会 に貢

献で きる人材の育成 を目指 している。いわゆる

製 議参Cコ

4 情報活用の
実践力

[〉 情報の科学的
な理解

図1目 標の比重の概念図
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コ ンピュー タネ ッ トワー クに関 わるエ ンジニ ア

や ク リエ イ ター の育成 であ る。

情 報教 育先 進校 や総 合科,工 業科,デ ザ イ ン

科 な どでの実 施 が主 にな るで あ ろ う。 分野 とし

て は,「 シス テ ム開発 ・運 用」 「画 像情 報 処 理 」

「ネ ッ トワーク シス テム開発」の3つ に分 け て10

科 目が設 定 され,課 題研 究 は多 岐 にわ た る情 報

分 野 の調査,研 究,実 習 を行 う科 目とな ってい

る。

システ ム開発 ・運 用 画像情報処理

モ デ ル化 と シ ミュ レ
ー シ ョ ン

ネ ッ トワ ー ク

シ ス テ ム 開 発

図2分 野ごとの分類 と科 目

3,情 報教育の必要性

イ ンターネ ッ トが社 会構造 に大変 革 を もた ら

し,コ ン ピュー タは電子 計 算機 の域 か ら もはや

コ ミュ ニケ ー シ ョンツ ール として 生活 に欠 かせ

ない もの とな って きた。 しか し,日 本 の 「学校

で コ ンピュー タを使 う必要が あ るの か」と10年,

20年 た った今 も議 論 され てい る間 に世界 の学校

教育 は大 きな変 革 を とげて きた。 日本 の 学校教

育 にお け る情 報教 育 の必 要 性につ い て ま とめて

み る。

① 情 報技 術(InformationTechnology)を 身につ

け させ,情 報 社会 に対応 で きる人材 の育成

1940年 代 に コン ピュー一タが 開発 され て以 来,

科学技 術 は大 き く発 展 し,私 達 の生 活 も劇 的 に

変化 した。技術 が 開発 され るた び に生 活 は一変

し,経 済構造 も変 革 した。1980年 代 に入 り,パ

ー ソナル コ ン ピュ ー タが登 場 してか らコ ン ピュ

ー タは安 価 に な り個 人 で所 有 す る もの に な り,

イ ン ター ネ ッ トが普 及 してか らは情 報産 業が 経

済 の 中心 とな った。21世 紀 の社 会で は,情 報 技

術 が さ らに進化 し,コ ン ピュ ー タや イ ンター ネ

中等教育 における情報教 育のあ り方 と高校情報科 カ リキュ ラム

ッ トの活用が広範囲に及び,生 活に密着 した も

の となるのは確実である。そ して,デ ィジタル

デバ イ ドといった情報技術 を持つ ものと持たな

い ものでの格差 を生み出 し,将 来の人生設計 に

も大 きな影響 を与えることとなる。

これ らの ことから,学 校教育において情報教

育 を実施 し,コ ンピュータの操作,イ ンターネ

ットの有効 な活用方法,情 報倫理 を身につけて

お くことは重要なことである。

②記憶型学習から問題解決型学習への転換

学校教育 システムに関 して世界に目を向けて

みると,日 本の システムがある意味独特 である

ことに気付 く。文部科学省か ら示 され る指導要

領 には,子 供の年令 にあわせて指導すべ き内容

が きっち り定め られ,全 国の学校でその内容 に

そった授業 を行 っている。教科書,教 師用指導

書がマニュアルの ように位置付 け られ,と もす

れば教師は知識伝達者 として授業 を行 い,子 供

たちに記憶 させ ることに力 を注いでいるのが現

状である。

コンピュータを教育に持 ち込むことによって,

基礎学力が低下す るのではないか とい う懸念 は

以前か ら指摘 されている。確 かに教師が教科書

と黒板 を使 って説明すれば1時 間で済むもの を

コンピュータを使 って調べた り,話 し合えば3,4

時問必 要 となる。ここで考 えなければならない

ことは,基 礎学力を身につけることが,必 ず し

も反復練習で記憶す るしかないか とい うことで

あ る。数式の使 い方 を学ぶ,英 単語 を覚える,

文章の書 き方,読 み方 を学ぶ,こ のような基礎

学力 を身につけさせることは絶対 に必要である。

しか し,そ れを指導する段階で,「 どうしてそう

なるのか」 を子供 自身で考 えさせ るこ とや学習

す ることのおもしろさを教 える工夫 こそが大切

なのではないか。その道具の一つ として コンピ

ュータやインターネッ トを活用す ることは有効

である。
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③ コミュニケーション能力の育成

テ レビゲーム,コ ンピュータの登場 に よりr

子供たちの コミュニケーシ ョン能力 の低下が指

摘 されている。 これ まで公 園で友達 と遊んでい

た子が,部 屋の中でゲームや コンピュー タばか

りやるようになって しまえば,当 然人 と話す機

会 も減 り,人 との出会い も少な くなる。家族や

地域の人 との関わ りあいか ら学ぶこ とが多い大

切 な時期 に,会 話や出会 いが少 なくなるのは子

供たちの世界を小 さなものにして しまう。

だか らこそ学校教育の場 で,こ れ まで出会 え

るはず もなかった地域以外 の子供たちや海外の

子供 たちと出会い,交 流することが大切 になっ

て くる。いわゆる異文化交流である。現在 の子

供 たちは自分か ら欲せず ともテ レビやビデオで

世界,宇 宙 などの画像が 自然 と入って くる。多

くの情報が画像,音 声でインプッ トされるが,そ

れはテレビでの出来事 であ って現実で はない。

いわゆるバーチャルな世界での出来事 になって

しまう。そこで必要 なのは実体験 である。イン

ターネッ トを通 して遠 く離れた子供たちと会話

を楽 しみ,学 校で学んだ英語 を使 って,海 外の

了供たち とメールや ビデオ会議 を行 うことによ

って,コ ミュニケーションす ることの喜びやマ

ナー を身 につ ける こ とになる。

4.情 報教育の体系化

小学校では情報教育 を実施す る科 目や領域 は

設定 されていないが,各 教科 においてコンピュ

ータやインターネッ トに慣れ親 しませるとある
。

つ ま りは特 に指導内容は明確 に しないが,イ ン

ターネッ トを使 った情報検索,ワ ープロを使 っ

た文集の制作,プ レゼ ンテーシ ョンソフ トを使

った発表などが含 まれることとなる。

中学では技術 ・家庭科の 「情報 とコンピュー

タ」領域 を必修 とし,す べ ての中学生 に履修 さ

せ ることになっている。 この段 階では,タ イピ

ング,各 アプリケーシ ョンソフ トの活用 ,イ ン

ターネ ットの活用 を必修 とし,選 択 としてマル

チ メディア制作,プ ログラミングと制御が含 ま

れている。中学で初めて情報教育 を科 目の中で

設置 し実施することになるが,内 容 としては高

校情報科 と重なる部分やそれ以上 の内容が盛 り

込 まれている。2005年 度以降に入学する高校生

は,す でに基本的な知識 と技能 を身 につけてい

る ことになる。 よって現在 の情報科の指導要領

の内容では発展性がな く見直 しが必要である。

中 学 校 高 等 学 校

1.コ ン ピュ ー タ の し くみ と基 本 操 作 や 1.情 報を活用する工夫 と情報機器
・コ ン ピュ ー タ備 成 ＼

・キ ー ボ ー ド
,マ ウ ス の操 作 婁

2.情 報の収集 ・発信 と情報機器の活用

3.情 報の統合的な処理 とコンピュータの活用

技

2.コ ンピュータの利用!

蕩
4.情 報機器の発達 と生活の変化

術

情
報
と

議 驚 ∴∵ ノ〆
・イ ン ター ネ ッ トの 活 用

・電 子 メ ー ル とマ ナ ー

浅
情

薯

ユ.問題 解 決 と コ ン ピュ ー タ の活 用

2.コ ン ピ ュ ー タの し くみ と働 き

3.問 題 の モ デ ル 化 とコ ン ピ ュ ー タ を活 用 した

解 決
コ

ン

ビ

4.マ ル チ メ デ ィア の 活 用

・マ ル チ メ デ ィ ア の 活 用 とメ デ ィ ア コ ン

≠
4.情 報化社会を支える情報技術

ユ

ー

タ

テンツの制作

5.プ ログラミングと計測 ・制御
・簡単なプログラムの作成

・計測 と制御

6,情 報社会とわたしたちの責任

:繍籠撫 替主騨/
/

藩
報

憂

1.情 報 の デ ィ ジ タル 化

2.情 報 通 信 ネ ッ トワー ク と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン

3.情 報の収集 ・発信 と個人の責任

4,情 報化の進展 と社会への影響

図3中 等教育における情報教育の体系化
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中等教育における情報教育のあり方と高校情報科カリキュラム

情報A指 導計 画案(2一 単位70時 間)

指導項目 指導内容 時間

私たちの生活と情報化社会 コ ンピュー タ とネ ッ トワークの発達 1

(4時 間) コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク と イ ン タ ー ネ ッ ト 2

メデ ィアの発達 とマ ルチ メデ ィア 1

情報化杜会と生活 1

情 報伝 達 とコ ミュニケー シ ョン コ ミュニケ ーシ ョンの成立 1

(2時 間) デ ジ タ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 1

インターネットを利用 した情報活用 イ ンター ネ ッ トを使 った情 報検索 1

安全な情報の収集と発信 情報の整理 1

(11時 間) ワープロを使 った情報の整理 2

デー タベー ス を使 った情報 の整理 2

電子 メールの しくみと使い方 2

TCPIIPと プロ トコル 2

著作 権 とネ ッ トワー クのマ ナー 1

情報のディジタル化 デ ィジ タル とアナ ログ 1

(8時 間) 0と1の 世 界 1

文 字,画 像,音 声,動 画像 のデ ィジ タル化 3

マルチメディアの概念 と制作 3

Webペ ー ジ制作 情報 を伝えること 1

(10時 間) 制作 の流 れ,プ ラ ンニ ング 1

ペ ー ジデザ イ ン,構 成 図,絵 コ ンテ 2

Webの デザ イ ン 1

HTMLエ デ ィタを使 っての制作 2

テキス トの入力,表 組み,保 存 2

リンクの設定,Webの 制 作 1

画像 処理,ア ニ メー シ ョンソフ トの スキ ャナ,デ ィジ タル カメ ラの活用 2

活用 画像編集 ソフ トを使 った作品制作 3

(9時 間) ファイル形式,管 理 1

アニ メー シ ョン,動 画像 の編集 3

プログ ラム Webペ ー ジで動 い てい るプ ログ ラム 1

(7時 間) JavaScript 3

CGIプ ロ グ ラム 3

グルー プ ワー ク グルー プワー クの意義 1

テーマ別Webペ ー ジの制作 制作 の流 れ,プ ランニ ング 2

(16時 間) ペ ージ デザ イ ン 1

構成 図,絵 コ ンテ 1

Webペ ー ジデザ イ ン 1

HTMLエ デ ィタを使っての制作 7

プ レゼ ンテ ー シ ョン 2

Webペ ージの評価 1

情報社会の進歩 ロボ ッ ト開発 1

ま とめ コン ピュー タと医療技 術 ユ

(3時 間) 宇宙開発 1
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5.情 報Aカ リキュ ラム

2003年 度の全国の高等学校 における情報教育

の実態調査(画 像情報教育振興協会2003年)

によると,約84%の 高校が「青報Aを 選択 し,情

報Cが12%,情 報Bが4%と 続いている。 こ

のことか らも,現 在の高校入学時における生徒

の情報 に関する知識 とスキルはまだまだ全体 的

に低 く,情 報ネ ッ トワークの活用に重点 を置か

ざるを得ない状態 となっている。また,指 導面

から言えば,情 報科の教員の多 くはこれまで数

学や理科を専 門としてお り,情 報科の指導 に慣

れていないのが現状である。生徒 の情報 に関す

る実態把握 と指導力の問題は今後早急 に解決す

べ き問題である。

ここで情報A(2単 位70時 間)の カリキュラ

ムについて考 える。情報Aは 情報活用の実践力

を育てることをね らい としてお り,コ ンピュー

タやインターネッ トの活用経験 の浅い生徒 を対

象 とした内容 となっている。他教科に対 して柔

軟 にサポー トで きるもの となってお り,他 教科

での レポー ト制作,海 外校 との共同学習,生 徒

会活動 などでの活用 も連携で きるもの となって

いる。この科 目のポイン トは実習 と講義 の配分

にある。総時間数の1/2以 上 を実習にあてるこ

とを考 えれば,毎 時間の授業 においてコンピュ

ータを使った教材 を用意 してお く必要がある
。

学校 によって履修 の形態が異なるが,高 校1

年で2単 位 まとめて履修 するか,高 校1年,2

年で1単 位ずつ履修する というものが主であろ

う。 またコンピュータ設備やネ ットワー ク環境

によって実施方法 は異 なるが,イ ンターネ ット

を中心 としたネッ トワークの正 しい活用 と重要

性 について しっか りと身につけ させ なければな

らない。

教科書や テキス トを使 って教 え込むのではな

く,ま ずはコンピュータで何 がで きるか,イ ン

ターネ ットはどの ように活用す るかを実習中心

にカ リキュラムを計画すべ きである。そこで次

の ことに留意 してカリキュラムを組むこ ととし

た。

① コ ンピュー タ とイ ン ター ネ ッ トの し くみ を

知 る

② タイ ピ ング と操作 方 法 に慣 れ る

③ 情報 の デ ィジ タル化 につ いて理解 す る

④ アル ゴ リズ ム を知 り,プ ログ ラム言語 を使

った プロ グラム実 習

⑤ メデ ィアコ ンテ ンッを制 作 で きる

⑥ コンピュー タ機 器 を使 った プ レゼ ンテー シ

ョンを経験 す る

この カ リキ ュ ラムで は,情 報 リテ ラシ ーの育

成 とメデ ィア コ ンテ ンツ制作 を通 した表 現力 の

育成 の2本 の柱 を設定 してい る。情報 リテ ラシ

ー の育成 で は
,コ ンピュー タや イ ンター ネ ッ ト

を正 し く使 え る よ うにす る こ とを 目標 に,各 ア

プ リケー シ ョンソフ トを使 える よ うにす るこ と,

イ ンター ネ ッ トの利便 性 と危 険性 を認 識 した う

えで 正 し く活用 で きる こ と,情 報 処理 の基 本 を

理 解 した うえで プ ログ ラムの 流 れ を理 解す る こ

とをカ リキ ュ ラム に組 み込 んでい る。 表現 力 の

育 成 で は,画 像 処理 ソ フ トを使 った作 品制作 や

Webペ ー ジ制作 を課題 と した。Webペ ー ジ制作

は2回 扱 ってお り,1回 目の制作 で は,プ ロセス,

ソ フ トの使用 方法,Webの 構 成 を理 解 させ るこ

とを主 眼 にお き,個 人 で制作 す る。2回 目は グ

ル ー プで研 究 テー マ を決 定 し,研 究作 品 と して

Webペ ー ジを制作 す る。一人 で制作 す る作 品 に

は技術 的や ア イデ ア に も限界 が あ るが,グ ルー

プ に よる活動 で はお 互 い にア イデ ア を具体 化 し

なが ら協力 して多 くの情報量 を もつWebペ ー一ジ

作 品 を制作 す る ことが で きる。

6.む す び

情報教育 は他の教科では実現で きない多 くの

可能性がある。まず言 える事は,多 くの子 ども

たちが コンピュータや インターネッ トに興味を

示 し,こ れらの機器や技術 を使い こなし,学 び

たいたい と願っていることである。そ してモチ

ベーシ ョンの高い子 どもたちに対 し授業 を展 開
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するため,教 師の指導力や発想力が問われるこ

ととなる。次 に日進月歩で進化する情報技術 と

社会の変化に対 し,最 も身近 に接することがで

きる教科である。

子供 たちに必要 とされる学力 とは何か,そ の

学力 を身につけさせ るには どの ような教育 をす

べ きか明確にす ることが学校教育 を考 える第一

歩であ る。そ して教育 を実践するための設備 を

整備 し,カ リキュラムを編成 してい くプロセス

が重要 となる。設備があるか ら,コ ンピュータ

があるか らそれを使 えるようにするというのは

本末転倒である。

情報教育 は,ワ ープロや表計算 ソフ ト,画 像

処理ソフ トの使い方だけを教 えるものではない。

イ ンターネッ トで検索 した りWebペ ージ制作

を行 うだけで もない。情報教育 は様 々な教科 で

蓄積 した知識,教 養の上に成 り立 っている もの

である。つ まり,ど んなにコンピュータや ソフ

トウェアを操作する技術があった としても作品

や発表で きる形でまとめる能力がなければアウ

トプ ットで きない,逆 に高 い知識,教 養があっ

て もそれを表現する技術や方法がなければ まと

めることがで きない。 この両面 を身につけ させ

ることが情報教育のめざすべ き方向である。

中等教育 における情報教 育のあ り方 と高校情報科 カ リキ ュラム

〈文献〉

1)文 部省:"高 等学校学 習指導 要領解説 情報

編",開 隆堂出版(2000)

2)小 林:"神 奈川大学評論ブ ック レッ トITと

教育",御 茶 の水書房(2001)

3)小 林,菊 池:"情 報教育 と国際理解",日 本文

教出版(2002)

75一


